
（９）財団法人 鳥取県食鳥肉衛生協会経営状況報告書

一 法人の概要

１ 名 称 財団法人 鳥取県食鳥肉衛生協会

２ 目 的 食鳥処理の事業者等に対する衛生教育、食鳥処理に関する正しい知識

及び処理技術の普及、食鳥肉等の消費者に対する啓発並びに食鳥肉の衛

生検査等を行い、もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的

とする。

３ 設立許可年月日 平成４年２月１３日

４ 設立登記年月日 平成４年２月２１日

５ 基 本 財 産 出えん金 ６００，０００，０００円

鳥取県出えん金 ６００，０００，０００円

６ 役 員 理 事 ８人 監 事 ２人

理 事 長 坪 倉 操（社団法人鳥取県獣医師会会長）

副理事長 井 関 伸 子（鳥取市消費者団体連絡協議会会長）

常務理事 橋 本 賢 生（鳥取県生活環境部食の安全・くらしの

安心推進課長）

理 事 大 槻 公 一（国立大学法人鳥取大学農学部名誉教授）

〃 松 島 文 子（鳥取短期大学生活学科教授）

〃 吉 田 良 平（鳥取県鳥取保健所長）

〃 山 田 恭 子（鳥取県食生活改善推進員連絡協議会副

会長）

〃 中 尾 佐代子（鳥取県薬剤師会理事）

監 事 浦 林 梅 樹（鳥取県公社・事業団等監事室監事）

〃 馬 壁 聰之介（ 〃 ）

７ 職 員 ８人（うち県派遣職員 １人、県退職職員 ６人）

８ 事 務 所 西伯郡大山町小竹１２９１番地７
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二 平成１７年度事業実施状況

１ 食鳥検査事業

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号）第２１条の規

定に基づき鳥取県知事から委任された食鳥検査の業務を行った。

（検査対象施設及び検査食鳥羽数）

東伯町農業協同組合食鶏加工流通センター ６，３５８，９１０羽

名和食鶏有限会社 ５８９，３３７羽

山陰食鶏農業協同組合食鶏処理施設 ５，８３１，６１８羽

計 １２，７７９，８６５羽

２ 研修教育事業

ア 食鳥検査結果を集計し検討を加え、各食鳥処理業者及び家畜保健衛生所を通じ、生産者

へのフィードバックを図った。

イ 各食鳥処理場の食鳥処理衛生管理者に対して、随時、食鳥の異常鑑別等の指導を行った。

ウ 毎月、常勤検査員全体会議を開催して情報交換等を行ったほか、非常勤職員との検査技

術合同研修会を７月、１２月の２回開催した。

エ 検査技術水準の向上を図るため、検査員を獣医学会、鶏病技術研修会、全国食鳥指定検

査機関協議会等へ派遣した。

３ 広報啓発事業

ア 「食鳥だより Ｎｏ２０」を発行し、関係機関に配布して食鳥検査事業の啓発に努めた。

イ 食鳥検査結果を必要に応じて各処理業者に還元することにより、食鳥肉の衛生意識の高

揚を図ることに努めた。

ウ 各食鳥処理場において衛生教育を実施し、食鳥処理における衛生対策及び食鳥肉の衛生

知識の普及、加えて、高病原性鳥インフルエンザに関しての正しい知識の普及、啓発に努

めた。
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備　考

円 円 円

Ⅰ　基本財産運用収入 12,600,000 12,600,000 0

　１　基本財産利息収入 12,600,000 12,600,000 0

Ⅱ　補助金収入 22,212,000 22,229,994 △ 17,994

　１　補填補助金収入 22,212,000 22,229,994 △ 17,994

　　(1) 県補助金収入 22,212,000 22,229,994 △ 17,994

Ⅲ　事業収入 41,788,000 41,669,331 118,669

　１　検査手数料収入 41,788,000 41,669,331 118,669

収

Ⅳ　雑収入 35,000 33,900 1,100

　１　雑収入 35,000 33,900 1,100

入

当期収入合計(A) 76,635,000 76,533,225 101,775

前期繰越収支差額 23,209,000 23,208,495 505

収入合計(B) 99,844,000 99,741,720 102,280

科　　　目 予算額 差　異決算額

財団法人　鳥取県食鳥肉衛生協会

収　支　計　算　書
（平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで）
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備　考

円 円 円

Ⅰ　管理費 12,600,000 10,702,110 1,897,890

　１　職員給与費 8,850,000 8,633,790 216,210

　２　事務費 3,493,000 1,937,920 1,555,080

　３　会議費 217,000 90,400 126,600

　４　その他 40,000 40,000 0

Ⅱ　事業費 58,598,000 49,131,665 9,466,335

　１　食鳥検査事業費 56,498,000 48,310,387 8,187,613

　　(1) 職員給与費 52,276,000 46,420,079 5,855,921

　　(2) 事務費 4,222,000 1,890,308 2,331,692

支 　２　広報啓発事業費 600,000 103,950 496,050

　３　研修教育事業費 1,500,000 717,328 782,672

Ⅲ　特定預金支出 11,000,000 11,000,000 0

　１　事業安定化資金積立預 11,000,000 11,000,000 0

金支出

出

当期支出合計(C) 82,198,000 70,833,775 11,364,225

△ 5,563,000 5,699,450 △ 11,262,450

17,646,000 28,907,945 △ 11,261,945　次期繰越収支差額(B)－(C)

差　異

　当期収支差額(A)－(C)

科　　　目 予算額 決算額
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科　　　　目 科　　　　目

円 円

Ⅰ　流動資産 30,094,816 Ⅰ　負債 3,074,171

　１　現金預金 21,133,213 　１　流動負債 1,186,871

　　(1) 普通預金 20,999,402 　　(1) 未払金 980,721

　　(2) 前払金 133,811  　 (2) 預り金 206,150

　２　未収金 8,961,603 　２　固定負債 1,887,300

　　(1) 退職給与引当金 1,887,300

Ⅱ　固定資産 662,982,603

　１　基本財産 600,000,000 Ⅱ　正味財産 690,003,248

　　(1) 基本財産投資有価証 600,000,000 　(うち基本金) ( 600,000,000 )

　　　　券 　(当期正味財産増加額) ( 16,566,060 )

　２　その他の固定資産 62,982,603

　　(1) 電話加入権 288,000

　　(2) 什器備品 807,303

　　(3) 退職給与引当預金 1,887,300

　　(4) 事業安定化資金積立 60,000,000

　　　  預金

合　　　計 693,077,419 合　　　計 693,077,419

財団法人　鳥取県食鳥肉衛生協会

貸　借　対　照　表
（平成１８年３月３１日現在）

金　　額金　　額

負 債 及 び 正 味 財 産 の 部資　　　産　　　の　　　部
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三 平成１８年度事業計画

１ 食鳥検査事業

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律（平成２年法律第７０号）第２１条の規

定に基づき鳥取県知事から委任された食鳥検査の業務を行う。

（検査対象施設及び検査予定食鳥羽数）

東伯町農業協同組合食鶏加工流通センター ６，２００千羽

名和食鶏有限会社 ６００千羽

山陰食鶏農業協同組合食鶏処理施設 ５，８００千羽

計 １２，６００千羽

２ 研修教育事業

食鳥検査員の食鳥検査技術の標準化を図るため、随時研修を行うほか、獣医学会、厚生労

働省主催の研修会、鶏病研究会等への派遣を行う。

食鳥処理衛生管理者の資質の向上及び処理施設の衛生水準の向上を図るため、研修会、講

習会等を行う。

ア 食鳥処理衛生管理者の講習会 随時

イ 検査員の定期研修会 ６月、１２月

３ 広報啓発事業

生産段階から安全な食鳥肉の確保を図るため、食鳥生産者に対して検査結果情報を提供す

るほか、広報紙を作成し関係機関に配布する。

また、消費者の信頼を確保するため、食鳥処理業者に対して衛生管理改善の指導を行う。
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備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　基本財産運用収入 12,600 12,600 0

　１　基本財産利息収入 12,600 12,600 0

Ⅱ　事業収入 41,159 41,788 △ 629

41,159 41,788 △ 629

Ⅲ　特定預金取崩収入 1,042 0 1,042

1,042 0 1,042

収

Ⅳ　雑収入 40 35 5

　１　雑収入 40 35 5

　　補助金収入 0 22,212 △ 22,212

　　　補填補助金収入 0 22,212 △ 22,212

　　　　県補助金収入 0 22,212 △ 22,212

入

当期収入合計(A) 54,841 76,635 △ 21,794

前期繰越収支差額 17,646 23,209 △ 5,563

収入合計(B) 72,487 99,844 △ 27,357

増　減前年度予算額

財団法人　鳥取県食鳥肉衛生協会

収　支　予　算　書
（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで）

科　　　目 予算額

　１　検査手数料収入

　１　退職給与引当預金取崩

　　　収入
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備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　管理費 13,737 12,600 1,137

　１　職員給与費 9,150 8,850 300

　２　事務費 4,493 3,493 1,000

54 217 △ 163

　４　その他 40 40 0

Ⅱ　事業費 52,708 58,598 △ 5,890

　１　食鳥検査事業費 50,708 56,498 △ 5,790

　　(1) 職員給与費 43,486 52,276 △ 8,790

　　(2) 事務費 7,222 4,222 3,000

支 　２　広報啓発事業費 500 600 △ 100

　３　研修教育事業費 1,500 1,500 0

Ⅲ　特定預金支出 1,042 11,000 △ 9,958

　１　退職給与引当預金支出 1,042 0 1,042

　　　事業安定化資金積立預 0 11,000 △ 11,000

Ⅳ　予備費 5,000 0 5,000

　１　予備費 5,000 0 5,000

出

当期支出合計(C) 72,487 82,198 △ 9,711

△ 17,646 △ 5,563 △ 12,083

0 17,646 △ 17,646　次期繰越収支差額(B)－(C)

増　減

　当期収支差額(A)－(C)

　３　会議費

科　　　目 予算額 前年度予算額

　　　金支出
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